
なつやすみのせいかつ

たかすきたしょうがっこう １ねんせい

あんぜんに きをつけて たのしく 元気に すごしましょう。

いよいよなつやすみです。こちしはいつものとしよりみじかく、１８にちかんのおや

すみですが、けんこうにきをつけてたのしいまいにちをおくってください。なつやすみ

にしかできないいろいろなけいけんをして、こころにのこるおもいでをつくったり、じ

ぶんでできることをふやしたりしましょう。よていをしっかりとたててください。べん

きょうやかぞくのひとのおてつだいも、すすんでしましょう。

けんこう
●はやね、はやおきをして、きそくただしいせいかつをしましょう。

●すすんでうんどうをして、けんこうなからだをつくりましょう。

●うがい、てあらいをしっかりおこない、びょうきにならないようにきをつけましょう。

●ひとごみにいくときはマスクをして、みつにならないようにきをつけましょう。

●つめたいものやあまいものをたべすぎないようにしましょう。

●からだのちょうしがわるいとかんじたら、すぐにいえのひとにはなしましょう。

せいかつ
●まいにちできるようなじぶんのしごとをきめて、おてつだいをしましょう。

●いえにでかけるときは、「どこへ」、「だれと」、「なんじごろかえる」などを

いえのひとにかならずしらせてからでかけましょう。

ごご５じには、いえにかえりましょう。

●しんせきやしっているひとにおあいしたら、げんきよくあいさつをして、

れいぎただしくおはなしをしましょう。

●しらないひとからのさそいは、はっきりとことわりましょう。

●とおいところやおみせなどへいくときは、いえのひとといっしょにいきましょう。

●こうつうルールをまもり、こうつうじこにあわないようにきをつけましょう。

●かわのつかく、たちいりきんしのばしょやこうじをしているばしょには、ちかづきま

せん。



がくしゅう

★じゆうかだい（じゆうさんかです。ちゃれんじしてみてください。）

○えやポスター ○こうさく ○どくしょかんそうぶん

○かがくくふうさくひん ○あさがおのはなのいろみずやたたきぞめ

○しょくぶつやいきもののかんさつ など

おうぼひょうが、しおりのうしろにあります。

★ひらがな・けいさんのれんしゅう

けいさんかーどをつかって、くりかえしれんしゅうしてみましょう。

ひらがなやカタカナもふくしゅうしておきましょう。

★おてつだい

まいにちできることをきめて、やりましょう。

かぞくのために、やくにだつことをかんがえましょう。
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しぎょうしき

８げつ１９にち（げつ）

いつもどおりにとうこうします。（８じ１５ふんまで）

★ひきわたしくんれんがあります。

【もちもの】

●れんらくちょう ●れんらくぶくろ ●ふでばこ

●うわばき ●ぼうさいずきん ●すいとう（ひつようなひと）

●ハンカチ、ティッシュ ●こくごとさんすう

●なつやすみにとりくんだもの

（プリント、かんさつカード、じゆうかだい など）

【かならずやるしゅくだい】

★こくご・さんすうのふくしゅうプリント ４まい

（いえのひとに○つけをしてもらいましょう。まちがったところはじぶんでなおしましょう。）

★かんさつカード １まい

（あさがおのたねができたようすをかきましょう。たねがまだできていなかったら、

はながさいているようすやつるがのびているようすをかきましょう。）

★えにっき １まい

お家の方へ

・あさがおの鉢は観察したあと、そのままの状態で学校へ持ってきてください。（19 日～25 日）

もし、かれてしまっても学習に使用しますので、抜かずにお持ちください。

・引渡し訓練当日に、引渡しが難しい場合や学童へ向かう場合は集団下校になります。

人数把握のため、連絡帳でお知らせくださいますようお願いいたします。

・お道具箱の中身の確認をお願いします。足りないものは補充をお願いします。

・2 学期に生活科で「水遊び」を行います。教科書４１ページを参考に、空き容器を集めておいて

ください。持ってくる時期は、2 学期に連絡帳でお知らせします。


